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□
新
築
す
べ
き
研
究
所

(
講
習
所
改
)
の
位
置
は

小
石
川
區

水
道
端
町
二
丁
目
に
决
定
致
候
、
同
所

は
閑
靜

に
し
て
石
切
橋
に
近
く
、
電
車

の
開
涌
も
.

數
ケ
月
を
出
で
ざ
る
べ
く
便
利
の
地
に
御
座
候

□
本
會

に
於
て
新
に
振
替
貯
金
に
加
入
致
候
に
付
、

會
費
雜

誌
代
の
拂
込
は
勿
論
、
講
習
所
新
築
寄
附

金
も
右
振
替
貯
金
に
て
御
拂

込
相
成
度
、
口
座
番

號
は
六
九
六
三

番
に
御
座
候
。

猶
拂
込
用
紙
は
何

處
の
郵
便
局
に
も
有
之
候
、
次
に
御
拂

込
の
際
は

必
ず
登
記
料
金
貳
錢

を
添
え
ら
れ
た
く
候
o

□
本

月
末
日
迄
に
御
提
出
を
求
め
し
會
員
の
作
品

は
、
出
來
得
る
た
け
眞
面
目
に
研
究

せ
し
も
の
望

ま
し
く
候
、
こ
れ
等
の
繪
は
、
他
日
本
會
展
覽
會

開
催
の
せ
つ
は
場
中
の
花
と
致
度
希
望
に
御
座
候
。

□
繪

ハ
ガ
キ
競
技
會
第

三
十

二
回
の
課
題
は

　
　
　
　
四
月

(
意
匠
)
　

花

(技

術
)

に
し
て
。

〆
切
は
四
月
二
十
日
迄
同
月
第

四
日
曜

日
水
彩
畫
講
習
所
に
於
て
開
會
す

べ
く
、
會
費
は

五
錢
、
總
て
前
規
定
の
通
り
に
て
、
出
品
は
本
會

へ
宛
御
送
付
相
成
度
候
、
但
規
定
は
『
み
づ

ゑ
』第

十
九
以
前
の
巻
尾
に
有
之
候
。

□
長
野
に
於
け
る
洋
畫

講
習
會
發

起
人
齋
藤
氏
よ

り
左
の
書
状
に
接
し
候

　

　

　
拜
啓
先
般
年
頭
御
繁
忙
の
折
か
ら
且

つ
は
嚴
寒

　
の
時
節
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
永

々
當
町

へ
御
出
張

　
下
さ
れ
日
夜

長
時
間
非
常
な
る
御
熱
心

を
以

て

　
御
指
導
な
し
下
さ
れ
講
習
員

一
同
感
謝
ま
か
り

　
あ
り
候
、
從
來
種

々
の
講
習
も
有
之
候

へ
共
今

　
回
の
如
く
價
値
あ
り
興
味
あ
り
し
講
習
は
こ
れ

　
な
か
り
し
旨

一
同
申
候
居
將
來
は
益

々
怠
ら
ず

　
技
術
の
修
養
を
つ
と
め
居
り
時
機

も
あ
ら
ば
又

　

々
今
回

の
如
き
講
習
を
開
き
御
教
示
を
仰
ぎ
度

　
希
望
ま
か
り
あ
り
候
、
殊
に
小
生
の
如
き
多
忙

　
め

職
務
を
有
し
居
候

へ
ど
も
何
卒
し
て
今
少
し

　
く
技
術
の
修
養

い
た
し
た
く
希
望
に
御
座
候

へ

　
ば
地
方
講
習
生
の

一
員
と
な
り
時

々
御
批
評
を

　
仰
ぎ
度
存
居
候
間
御
指
導

の
程
幾
重
に
も
奉
願

　

上
候

(
下
略
）

何
種
の
講
習
に
て
も
其
開
催
中
は
非
常
に
勉
強
す

る
も

一
度
講
習
濟
み
て
後
は
ま
た
打
捨
て
ゝ
顧
み

ざ
る
人
多
き
中
に
絶
え
ず
修
養
を
心
掛
け
居
ら
る

ゝ
齋
藤
氏
の
如
き
人
あ
る
は
喜
ば
し
き
事
と
存
候

編

者

よ
り

◎
北
條

町
永
井
氏

へ
　

遠
景
は
面
白
し
、
中
央
の

紫
色
ぜ
る
も

の
島

と
し
て
は
透
明
に
過
ぐ
、
雲
は

硬
し
◎
山
日
蓼

江
氏

へ
　
浪

は
態
と
ら
し
く
不
自

然
な
り
空
の
斜

の
雲

も

一
工
風
あ
り
た
し
、
人
物

は
形
よ
け
れ
ど
調
子
整
は
ず
夜

の
趣
な
し
◎
横
濵

金
澤
氏

へ

忠
實
な
る
寫
生
敬
服
殊
に
オ
レ
ン

ヂ

は
よ
く
出

來
た
り
但
前
の
白
布
恰
も
ブ
リ

キ
板
の

如
し
こ
の
種
の
も
の

一
層
研
究
あ
り
た
し
◎
淺
草

森
氏

へ
　
繪

は
硬
け
れ
ど
感
じ
は
よ
く
現
は
れ
た

り
◎
宇
都
宮
和
賀
井
氏

へ
　

位
置
面
白
か
ら
ず

平

素
の
御
手
際

に
劣
る
事
數
等
◎
京
都
北
村
氏

へ

紅
葉
は
中
景
先
不
得
要
領
な
ら
ず

や
、
橋
は
佳
、

桂
村
は
よ
き
出
來
、
桃
の
花
は
失
敗
、
桃
の
暖
か

き
感
じ
な
し
又
前
の
竹

の
緑
は
幼
稚
な
る
色
な
り

ェ
メ
ラ
ル
ド
ク
リ

ー
ン
は
使
用
を
愼
み
給

へ
、
下

如
茂
面
白
き
繪

な
れ
ど
不
眞
面
目

の
寫
生
な
り
、

島
の
圖
は
不
難

の
出
來
但
水
に
映
り
し
影
の
色
は

一
研
究
あ
り
た
し

寫
生

會

○
早
稻
田
畫
會
○
早
稻
田
大
學
伺
窓
よ
り
成
る
○

毎
月

一
回
以
上
寫
生
會
或
は
講
演
會
を
開
く
○
毎

年
二
回
春
秋
を
期
し
て
作
品
會
を
催
す
○
會
費
毎

月
貳
拾
錢

○
會
長
巖
谷
小
波
、
顧
問
中
澤
弘
光
、

三
宅
克
已
、
大
下
藤
次
郎
等
の
諸
氏


